


要約:我々は、1982 年 8 月より自己免疫異常のない原因不明習慣流産患者に対して夫単核

球などによる免疫療法を施行し、現在までに 200 症例で生児が得られている。それらにつ

いて妊娠合併症、分娩時期及ぴ方法、また出生児に関しては出生体重、合併症について調

査をおこない、免疫療法の安全性について検討を行った。200 例中単胎妊娠は 195 例で、

双胎妊娠は 5 例であった。単胎例における早産は 21(1O.7%)であった。ただし児の予後、

特に RDS 発症の問題となる 35 週未満の早産は 6 例(3.1%)のみであった。双胎妊娠例は 5

例とも早産であった。出生児に関しては SFD 児が少なく、逆に LFD 児を多く認めた。免疫

療法に起因すると思われる妊娠合併症及び新生児異常は認められなかった。以上の結果よ

り、免疫療法施行妊娠維持症例の分娩周辺期の母子の安全性が確認された。


